
１００年の歩みは、皆さまとの歩みでした。 

 

 

秋田中央交通の前身である鉄道事業者「五城目軌道」が、大正１１年４月２１日、

「奥羽本線五城目駅（現在の八郎潟駅）から東五城目駅（現在の五城目町内）」

までの３．８㎞区間を、１日７往復、所要時間２０分、運賃１９銭で開業して、

本日で１００周年を迎えることができました。 

 

大正、昭和、平成、令和と、時代の変遷のなかで、鉄道事業からバス事業へ姿を

変えて今日に至りましたが、いつの時代も私たちは、秋田で暮らす皆さまの 

「生活の足」として、一日一日を実直に歩んでまいりました。 

この長い年月を積み重ねられましたのも、ご利用いただいているお客様あって

こそと心より深く感謝申しあげます。 

 

地域に根差した公共交通機関として、１００年先を見据えて。 

私たちはこれからも、皆さまと共に歩み続けます。 

 

令和４年４月２１日 

秋田中央交通株式会社 代表取締役社長 渡邉 綱平 

 

 

 




